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JA糸島クルクマ研究会は、会員１６名、栽培面積約２５０a、西日本１位の出荷量

を誇るクルクマ産地です。 

７月２２日（水）に、研究会員の生産技術向上を目的として、立毛品評会が開催さ

れました。全会員のほ場を、会員および関係機関（JA、福岡花市場、ふくれん、普及

指導センター）で巡回し、生育やほ場の管理状況などについて審査を行いました。

今年は、気象などの影響によって、例年より出荷開始は遅れましたが、適切な栽培

管理により株の充実が進み、現在は順調に出荷されています。 

普及指導センターからは、日照条件に応じた遮光方法や、今後発生しやすい病害

虫の防除対策等について説明を行いました。また、会員同士でも、かん水や病害虫

防除などの栽培管理について積極的に意見が交わされる等、有意義な品評会とな

りました。 

普及指導センターでは、今後も関係機関と連携しながら、クルクマ産地のさらな

る発展に向けた支援を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 審査の様子                      審査ほ場のクルクマ 

【問合せ先】 

福岡農林事務所福岡普及指導センター  園芸課 果樹花き係  

〒８１９－０３７１ 福岡県福岡市西区大字飯氏９０２－１ 

Tel:092-806-3400 Fax:092-806-3367 

e-mail: fukuoka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 

 

HPはこちら 

JA糸島クルクマ研究会が立毛品評会を開催 

～ クルクマの生産技術向上を目指して ～ 

 


